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AARが支援したシイタケ乾燥小屋の完成を喜ぶ障がい福祉サービス事業所「ゆうの丘」の皆さん。前列の赤い上着が当会理事長の堀江良彰、
その右上が「ゆうの丘」の本田雄志理事長＝石川県七尾市

特集：苦難の1年 能登を支えて

編集部より 
昨年は能登半島地震に始まり、国内外の災害、ウクライナやガザの人道危機、対立と分断の米大統領選など、心落ち着かないニュース
ばかりでした。こんな時代だからこそ、互いの思いやりと助け合いに希望を見出す――2025年がそんな年になることを願っています。

―  経理部ではどのような仕事をしていますか？
　14カ所あるA ARの海外 事務所への活動資金の送金
や、海外の発注先に物品やサービスの購入費を支払う
国際送金を行っています。また、各国から毎月届く会計
報告の確認や取りまとめも担当しています。

― 国が多いと大変そうですね。
　A ARの活動国には送金が難しい地域も多く、無事に
着金するかいつも気がかりです。また、会計業務では為替
が絡んだり、複数の通貨で預り金などを精算したりする
複雑な処理も多く発生します。

― 業務で大切にしていることは何ですか？
　ご寄付や補助金で成り立つ団体として、正確で明確
な会計は欠かせません。現地職員や駐在員が正しく業務
を行えるよう、質問しやすい環境を整え、「かゆいところ
に手が届く」アドバイスを心がけています。

―  どうして国際協力の道へ？
　人の人生は、生まれた場所や環境によって大きく左右
されます。恵まれた国に生まれた自分が、困難な国に生
きる人に対して何ができるだろうと考え、国際協力の仕事
に関心を持ちました。大学院で途上国の政治について学
び、中南米の日本大使館などに勤務した後、難民支援に
関わりたいと思って2020年にAARに入りました。

―  ずっと経理畑で働いているのですか？
　元々は、国際協力のもっと「現場」に近いところで働い
ていましたが、安定した組織や事業の運営には、適切な
資金管理が重要だと実感するようになりました。一方で、
途上国の中には、資金管理のノウハウが根付いていない
国も多くあります。会計の力を向上させることで、途上国
の人たちが、より自律的に安定した組 織や事業 運営が
できるようにしたかったのです。そうした思いから、AAR
では、海 外 事務所の現 地 職 員が 経 理 業 務を行う際の
サポートにも力を入れています。

―  AARはどんな職場ですか？
　熱心なボランティアさんがたくさんいることなど、歴史
ある団体ならではの強みがあります。また、自分の意見や
考えを素直に言いやす
い職場だと思います。
職員有志でご飯を炊い
て一緒にお昼を食べる
「おしゃもじクラブ」
や、登山部 、テニス部
などの活動に参加する
のも楽しいですね。　
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 次号は 2025 年 4 月上旬にお届け予定です。

「おしゃもじクラブ」メンバーと一緒に炊飯

途上国の「会計の力」を
向上させたい
途上国の「会計の力」を
向上させたい
A A R 東 京 事 務局の 経 理 部で、国 際 送 金 や 海 外
事務所の会計管理などを担当。NGOならではの
経理業務について聞きました。

東京事務局　山田泰子
YAMADA Yasuko
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︒
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︒
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﹄
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Ａ
Ｒ
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踏
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金蔵地区

富山県

七尾市

昨年 1 月の能登半島地震から 1年、9月には豪雨という「二重被災」に見舞われた能登地方では、地域再生に
向けた懸命の取り組みが続いています。AAR は災害発生直後の緊急支援に加え、存続さえ危ぶまれる集落で
中長期的なコミュニティ支援を実施しています。石川県輪島市の現場から報告します。
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︑
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︒
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︑
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石川県内の障がい者・高齢者福祉
施設へニーズに沿った支援物資の
配付や炊き出しを実施

お風呂カーによる入浴支援、
出張マッサージ、生活再建相
談会などのコミュニティ支援

豪雨による河川の氾濫や土砂崩れ発生外国人の防災ネットワークを強化
するため外国人被災者向けの交流
イベントを開催

来たる二度目の冬に向けて、
避難所や障がい福祉施設に
秋冬物衣類を提供

在宅避難者への炊き出しを開始し、
仮設住宅、外国人被災者へ物資を配付

A AR 提供のポンプが設置された井戸

金蔵地区の集会で話を聞く A AR 職員（手前）

豪雨による河川の氾濫や土砂崩れ発生

在宅避難者への炊き出しを開始し、

９月

特集 1

苦難の 1 年 能登を支えて
金蔵に見るコミュニティ支援のこれから

井池金蔵区長 現在の金蔵の棚田

AAR の能登半島での主な支援

能登半島地震で亡くなった方のうち、
「直接死」は 228 人、災害関連死は

241 人（石川県、2024 年 12 月 17 日
時点）。災害関連死者数が「直接死」
を上回り、今なお増え続けているこ
とが被災地の厳しい現実を物語って
います。

石川県

か
な
く
ら

能登半島地震／豪雨へのこれまでの支援
活動と能登の人々の声をまとめた報告書
と特設ページを作成しました。報告書の
PDF ファイルをダウンロードすること
もできます。ぜひご一読ください。

AAR 能登半島地震 支援報告

\ 能登支援特設ページ /
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し
た
︒

損
壊
し
た
水
道
管
は
人
手
不
足
で

工
事
が
進
ま
ず
︑
よ
う
や
く
夏
に
復
旧

し
た
も
の
の
︑
直
後
に
大
雨
被
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
︒
井
池
区
長
は
﹁
民
家

二
棟
が
土
砂
に
埋
ま
り
︑
11
月
初
め
ま

で
ま
た
断
水
し
ま
し
た
︒
震
災
時
に
い

た
だ
い
た
井
戸
の
ポ
ン
プ
で
助
け
ら

れ
ま
し
た
﹂
と
話
し
ま
す
︒
周
辺
の

道
路
で
は
再
び
土
砂
崩
れ
が
起
き
︑

生
活
に
不
可
欠
な
県
道
は
別
ル
ー
ト
で

の
再
建
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

震
災
前
は
53
世
帯
95
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
が
︑
現
在
は
25
世
帯
45
人
に

半
減
︒
地
区
外
の
仮
設
住
宅
に
16
世
帯

21
人
︑
県
外
な
ど
遠
方
に
12
世
帯
29
人

が
避
難
し
て
い
ま
す
︒﹁
金
蔵
に
仮
設

住
宅
を
建
設
し
て
ほ
し
い
と
輪
島
市
に

要
望
し
ま
し
た
が
︑
か
な
い
ま
せ
ん
で

し
た
﹂
と
井
池
区
長
︒

　

金
蔵
地
区
に
は
河
川
が
な
く
︑
11
カ

所
あ
る
溜
池
を
地
区
全
員
で
維
持
管
理

し
て
い
ま
し
た
︒
２
つ
の
溜
池
は
地
震

と
大
雨
で
壊
れ
︑
２
つ
は
土
砂
崩
落
で

見
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
︒
溜
池

の
損
壊
と
住
民
の
減
少
で
︑
多
く
の

水
田
が
こ
の
春
に
続
い
て
2
0
2
5
年

を
数
多
く
見
て
き
ま
し
た
︒
災
害
直
後

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
︑
そ
し
て
住
民
が

互
い
に
助
け
合
う
力
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
︑
将
来
を
見
据
え
た
支
援
こ
そ
必

要
だ
と
感
じ
ま
す
﹂
と
話
し
ま
す
︒

金
蔵
地
区
で
は
現
在
︑
集
落
内
で
災

害
公
営
住
宅
の
建
設
を
要
望
す
る
か
ど

う
か
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
︒
井
池
区
長
は
﹁
支
援
物
資
だ

け
で
な
く
︑
た
く
さ
ん
の
専
門
家
や
知

見
を
提
供
し
て
く
れ
る
Ａ
Ａ
Ｒ
の
支
援

に
感
謝
し
て
い
ま
す
︒
こ
れ
か
ら
も
力

を
借
り
て
い
き
た
い
﹂︒Ａ
Ａ
Ｒ
は
今
後

も
地
域
復
興
を
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

支
援
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
︒

石川県内の障がい者・高齢者福祉
施設へニーズに沿った支援物資の
配付や炊き出しを実施

お風呂カーによる入浴支援、
出張マッサージ、生活再建相
談会などのコミュニティ支援

豪雨による河川の氾濫や土砂崩れ発生外国人の防災ネットワークを強化
するため外国人被災者向けの交流
イベントを開催

来たる二度目の冬に向けて、
避難所や障がい福祉施設に
秋冬物衣類を提供

在宅避難者への炊き出しを開始し、
仮設住宅、外国人被災者へ物資を配付

A AR 提供のポンプが設置された井戸

金蔵地区の集会で話を聞く A AR 職員（手前）

豪雨による河川の氾濫や土砂崩れ発生

在宅避難者への炊き出しを開始し、

９月

特集 1

苦難の 1 年 能登を支えて
金蔵に見るコミュニティ支援のこれから

井池金蔵区長 現在の金蔵の棚田

AAR の能登半島での主な支援

能登半島地震で亡くなった方のうち、
「直接死」は 228 人、災害関連死は

241 人（石川県、2024 年 12 月 17 日
時点）。災害関連死者数が「直接死」
を上回り、今なお増え続けているこ
とが被災地の厳しい現実を物語って
います。

石川県

か
な
く
ら

能登半島地震／豪雨へのこれまでの支援
活動と能登の人々の声をまとめた報告書
と特設ページを作成しました。報告書の
PDF ファイルをダウンロードすること
もできます。ぜひご一読ください。

AAR 能登半島地震 支援報告

\ 能登支援特設ページ /
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ウクライナ
ロシア

キーウ

ドニプロ川

ヘルソン州

ミコライウ州

モルドバ共和国

ドネツク州

特集 2

ウクライナ危機 3年

平和を祈り続ける人々

混迷する中東への支援にご協力をお願いします

上：生活支援金を受け取ったナスチャさん一家と話す AAR 現地
職員オレーナ＝ウクライナ南部ヘルソン州プラヴディノ村で 2024
年 9 月 12 日／下：ロシア軍のミサイル攻撃で崩壊した文化施設

上：プラヴディノ村一帯に広がる地雷原。後方に戦闘車両の残骸
が見える／ 下：親戚の女性たちと談笑するイリーナさん国内避難民への緊急支援物資提供

障がい者支援

ウクライナ難民とモルドバ住民の
交流施設運営

＠HALO TRUST

ラ
イ
ナ
で
は
﹁
ロ
シ
ア
に
屈
せ
ず

戦
い
続
け
る
﹂
と
い
う
論
調
の
一

方
で
︑﹁
占
領
地
の
問
題
を
棚
上
げ

し
て
で
も
一
日
も
早
く
停
戦
し
て

ほ
し
い
﹂
と
の
声
も
聞
か
れ
︑
す

べ
て
の
人
々
が
平
和
を
祈
っ
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
︒

Ａ
Ａ
Ｒ
は
今
後
も
困
難
と
闘
う
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
寄
り
添
っ
て

ま
い
り
ま
す
︒

イ
ナ
東
部
ド
ネ
ツ
ク
州
か
ら
寝
た

き
り
の
男
性
を
含
む
80
代
の
親
戚

3
人
を
呼
び
寄
せ
︑
ア
パ
ー
ト
で

介
護
し
て
い
ま
す
︒﹁
高
齢
者
施

設
に
入
れ
る
こ
と
も
考
え
ま
す

が
︑費
用
が
高
く
て
と
て
も
無
理
︒

伯
母
た
ち
は
昔
︑
私
の
娘
の
面
倒

を
見
て
く
れ
た
の
で
︑
今
度
は
私

が
お
世
話
す
る
番
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
﹂と
い
う
イ
リ
ー
ナ
さ
ん
は
︑

生
活
支
援
金
で
薬
や
高
齢
者
用
の

衛
生
用
品
を
買
い
ま
し
た
︒

事
態
が
長
期
化
す
る
中
︑
ウ
ク

ち
を
置
い
て
働
き
に
出
る
こ
と
も

で
き
ず
︑
わ
ず
か
な
貯
金
を
切
り

崩
す
生
活
で
す
︒Ａ
Ａ
Ｒ
か
ら
受
け

取
っ
た
生
活
費
で
︑
ア
ン
ナ
さ

ん
は
越
冬
用
の
薪
を
買
い
込
み
ま

し
た
︒﹁
一
番
心
配
な
の
は
こ
の

子
た
ち
の
こ
と
︒
私
た
ち
を
助
け

て
く
れ
る
日
本
の
人
た
ち
に
﹃
あ

り
が
と
う
﹄
と
伝
え
て
く
だ
さ

い
﹂︒

　

同
じ
く
ミ
コ
ラ
イ
ウ
市
内
で
暮

ら
す
イ
リ
ー
ナ
さ
ん
︵
58
歳
︶
は
︑

ロ
シ
ア
に
占
領
さ
れ
た
ウ
ク
ラ

砲
声
が
聞
こ
え
る
村
で

く
ぐ
も
っ
た
砲
声
が
数
発
︑

遠
雷
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
来
ま
す
︒

2
0
1
4
年
に
ロ
シ
ア
が
一
方
的

に
併
合
し
た
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
付

け
根
に
位
置
す
る
要
衝
ヘ
ル
ソ

ン
州
の
プ
ラ
ヴ
デ
ィ
ノ
村
︒
現

地
協
力
団
体
と
と
も
に
訪
ね
た
同

村
は
白
昼
︑
身
を
潜
め
る
よ
う
に

静
ま
り
返
っ
て
い
ま
し
た
︒

　
﹁
ロ
シ
ア
軍
が
攻
め
て
来
た
時

は
生
き
た
心
地
が
し
ま
せ
ん
で
し

た
︒
戦
車
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ

た
男
性
が
射
殺
さ
れ
︑
占
領
さ
れ

て
い
た
間
に
村
人
7
人
が
殺
さ

れ
ま
し
た
﹂︒
4
人
の
子
ど
も
を

育
て
る
母
親
ナ
ス
チ
ャ
さ
ん
︵
31

歳
︶
は
恐
ろ
し
い
記
憶
を
語
り
ま

す
︒ヘ

ル
ソ
ン
州
は
開
戦
直
後
︑

ロ
シ
ア
軍
に
全
域
を
占
領
さ
れ
︑

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
同
年
11
月
に
半

分
を
奪
還
し
ま
し
た
が
︑
今
も
ド

ニ
プ
ロ
川
を
は
さ
ん
で
戦
闘
が

続
い
て
い
ま
す
︒
村
の
小
中
学
校

は
砲
弾
の
直
撃
で
崩
壊
し
︑
周
辺

一
帯
は
地
雷
原
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

東
京
事
務
局
　
中
坪
央
暁

Ａ
Ａ
Ｒ
が
生
活
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
現
金
を
提
供
し
た

ナ
ス
チ
ャ
さ
ん
は
﹁
冬
に
備
え
て

暖
か
い
子
ど
も
服
を
買
う
つ
も
り

で
す
︒
私
た
ち
の
こ
と
を
心
配
し

て
く
れ
る
日
本
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
ま
す
﹂
と
話
し
ま
し
た
︒

戦
時
下
の
生
活
を
支
援

ヘ
ル
ソ
ン
︑
ミ
コ
ラ
イ
ウ
両
州

で
の
生
活
支
援
の
対
象
は
︑
も
と

も
と
経
済
的
に
恵
ま
れ
ず
︑
病
気

や
障
が
い
が
あ
る
な
ど
︑
戦
時
下

で
ま
す
ま
す
困
窮
す
る
住
民
や

国
内
避
難
民
で
す
︒

﹁
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
で
自
宅
の

屋
根
や
窓
を
壊
さ
れ
て
し
ま
い
︑

修
理
す
る
費
用
も
な
い
の
で
︑

親
戚
の
家
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
﹂︒
州
都
ミ
コ
ラ
イ
ウ

郊
外
の
小
さ
な
一
軒
家
で
︑
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
の
ア
ン
ナ
さ
ん
︵
34

歳
︶
は
9
歳
と
6
歳
の
兄
妹

を
抱
き
寄
せ
ま
し
た
︒
ス
ー
パ
ー

の
店
員
と
し
て
生
活
費
を
稼
い
で

い
ま
し
た
が
︑
い
つ
何
が
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
状
況
で
子
ど
も
た

AARのウクライナ人道支援

ウクライナ難民への物資提供
モルドバ

モルドバ

ウクライナ

ロシアのウクライナ軍事侵攻が始まって今年 2 月

で3年、両軍の死傷者はそれぞれ数十万人に上り、

ウクライナ市民の死者も1万2,000人を超えます。

AAR は同国南部ヘルソン、ミコライウ両州で困窮

する地元住民や国内避難民への生活支援を実施し

ました。

　シリアでは昨年 12月に反政府勢力が首都ダマスカスを制圧し、アサド政権が崩壊しました。国外に
逃れていた難民の帰還が見込まれる一方で、食料や住居、医療サービスなどの不足が懸念されています。
AARは、これまで実施してきた国内避難民支援に加え、現地の協力団体と連携した帰還民支援を実施し
ます。また、パレスチナ・ガザ地区の武力衝突がレバノンにも拡大し、深刻な人道危機が発生。AAR は
国内避難民への食料支援を行っています。中東地域での緊急支援へのご協力を心よりお願い申し上げます。

ウクライナ

シリア帰還民・国内避難民支援 ／レバノン緊急支援
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ニ
プ
ロ
川
を
は
さ
ん
で
戦
闘
が

続
い
て
い
ま
す
︒
村
の
小
中
学
校

は
砲
弾
の
直
撃
で
崩
壊
し
︑
周
辺

一
帯
は
地
雷
原
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

東
京
事
務
局
　
中
坪
央
暁

Ａ
Ａ
Ｒ
が
生
活
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
現
金
を
提
供
し
た

ナ
ス
チ
ャ
さ
ん
は
﹁
冬
に
備
え
て

暖
か
い
子
ど
も
服
を
買
う
つ
も
り

で
す
︒
私
た
ち
の
こ
と
を
心
配
し

て
く
れ
る
日
本
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
ま
す
﹂
と
話
し
ま
し
た
︒

戦
時
下
の
生
活
を
支
援

ヘ
ル
ソ
ン
︑
ミ
コ
ラ
イ
ウ
両
州

で
の
生
活
支
援
の
対
象
は
︑
も
と

も
と
経
済
的
に
恵
ま
れ
ず
︑
病
気

や
障
が
い
が
あ
る
な
ど
︑
戦
時
下

で
ま
す
ま
す
困
窮
す
る
住
民
や

国
内
避
難
民
で
す
︒

﹁
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
で
自
宅
の

屋
根
や
窓
を
壊
さ
れ
て
し
ま
い
︑

修
理
す
る
費
用
も
な
い
の
で
︑

親
戚
の
家
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
﹂︒
州
都
ミ
コ
ラ
イ
ウ

郊
外
の
小
さ
な
一
軒
家
で
︑
シ
ン

グ
ル
マ
ザ
ー
の
ア
ン
ナ
さ
ん
︵
34

歳
︶
は
9
歳
と
6
歳
の
兄
妹

を
抱
き
寄
せ
ま
し
た
︒
ス
ー
パ
ー

の
店
員
と
し
て
生
活
費
を
稼
い
で

い
ま
し
た
が
︑
い
つ
何
が
起
き
る

か
分
か
ら
な
い
状
況
で
子
ど
も
た

AARのウクライナ人道支援

ウクライナ難民への物資提供
モルドバ

モルドバ

ウクライナ

ロシアのウクライナ軍事侵攻が始まって今年 2 月

で3年、両軍の死傷者はそれぞれ数十万人に上り、

ウクライナ市民の死者も1万2,000人を超えます。

AAR は同国南部ヘルソン、ミコライウ両州で困窮

する地元住民や国内避難民への生活支援を実施し

ました。

　シリアでは昨年 12月に反政府勢力が首都ダマスカスを制圧し、アサド政権が崩壊しました。国外に
逃れていた難民の帰還が見込まれる一方で、食料や住居、医療サービスなどの不足が懸念されています。
AARは、これまで実施してきた国内避難民支援に加え、現地の協力団体と連携した帰還民支援を実施し
ます。また、パレスチナ・ガザ地区の武力衝突がレバノンにも拡大し、深刻な人道危機が発生。AAR は
国内避難民への食料支援を行っています。中東地域での緊急支援へのご協力を心よりお願い申し上げます。

ウクライナ

シリア帰還民・国内避難民支援 ／レバノン緊急支援

45
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A
A
R
は
2
0
1
4
年
に
ケ
ニ
ア
で
暮
ら

す
難
民
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
支
援
を
開

始
し
︑
現
在
は
中
途
退
学
率
を
減
ら
す
た

め
に
︑
学
校
と
地
域
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
︒

　

現
地
で
は
貧
困
や
早
期
妊
娠
︑
教
育
へ

の
理
解
不
足
な
ど
が
原
因
で
初
等
教
育
の

途
中
で
退
学
す
る
子
ど
も
が
多
い
実
情
が

あ
り
ま
す
︒
し
か
し
︑
教
員
1
人
が
児
童

70
~
90
人
を
担
当
し
︑
学
校
だ
け
で
の
対

応
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
︑
A
A
R
は
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
研
修
や
定
期
会

合
を
通
じ
て
︑
教
員
と
地
域
が
一
緒
に
問

題
解
決
に
取
り
組
む
体
制
を
つ
く
り
ま
し

た
︒
例
え
ば
︑
休
み
が
ち
な
児
童
の
情
報

を
教
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
有
し
︑
家

庭
訪
問
す
る
仕
組
み
を
導
入
︒
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
両
親
を
説
得
す
る
と
と
も
に
︑

A
A
R
の
研
修
を
受
け
た
教
員
が
復
学
し

た
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
︑
継
続
的
に

通
学
す
る
よ
う
に
導
き
ま
す
︒
教
員
の
一

人
は
﹁
学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
︑
地
域
全
体
が
教
育
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
﹂
と
話
し
ま
す
︒

　

ま
た
︑
初
等
校
9
校
で
教
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
っ
て
︑
教
育
の
重
要

性
を
人
々
に
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
︒

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
﹁
研
修
や
活
動
を

通
じ
て
︑
自
信
を
持
っ
て
通
学
が
ど
ん
な

に
大
切
か
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
﹂
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
︒

　

支
援
を
受
け
て
復
学
し
た
ア
ナ
さ
ん

︵
10
歳
・
仮
名
︶
は
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

家
に
来
て
︑
母
と
話
を
し
た
後
︑
学
校
に

戻
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
ま
し
た
︒
今
は
頑

張
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
︒
将
来
は
医
者

に
な
っ
て
家
族
を
助
け
た
い
﹂
︒
中
途
退

学
を
少
し
で
も
減
ら
す
学
校
・
地
域
一

体
と
な
っ
た
Ａ
Ａ
Ｒ
の
取
り
組
み
は
︑

少
し
ず
つ
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
︒

難民支援

ケ
ニ
ア
・
カ
ク
マ
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
教
育
支
援

中
途
退
学
の
減
少
を
目
指
し
て

スタッフ日記

東京事務局　鎌田 舞衣

　こんにちは。東京事務局広報コミュニケーション部の鎌田です。昨年11月にAARは創立45周年を迎えました。今で
こそ事務所では50人を超える職員が働いていますが、設立から10年以上、AARはすべてボランティアによって運営
されていたそうです。有給職員が誕生したのはなんと90年代以降。まさに、AARの歴史にボランティアあり！です。

東京事務局では毎日午後になると5～６人のボランティアさんが事務所にお越しになり、一気に雰囲気が明るくなり
ます。ご寄付の領収証やチャリティグッズの発送、データ入力、イベントのお手伝いなどが主なお仕事。始めて数カ月
の方から20年以上のベテランまで現在約70人が活動されています。

そんな皆さんに参加したきっかけや、やりがいを尋ねると、「海外で助けてもらった恩返しがしたかった」「裏方として
支えたい」「自分とは異なる経験をしている方 と々の交流が楽しい」などさま
ざま。帰国した駐在員の報告を楽しみにしている方もいらっしゃいます。

多忙な時期に「できる事は何でもやるから遠慮なく言って」と声をかけて
いただいたり、真摯なお気持ちや丁寧な仕事ぶりに触れたりするたびに、
「AARを取り巻く方たちの力をつないで、支援を広げるために全力を尽くそ
う」と、入職した8年前の熱い気持ちが甦ります。お仕事の面でも気持ち
の面でも支えてもらっていることを実感しています。

　これからもボランティアの皆さんのお力を借りながら邁進してまいります。

縁の下の力持ち。AARと私を支えてくれる
ボランティアの皆さん！

年に１回、ボランティアさんとのお疲れさまランチ。
スタッフも一緒に楽しい時間を過ごしました

アナさん（右）に話を聞く AAR のスタッフ
＝2024 年 11 月

支
え
る
現
金
給
付
を
行
い
ま
し
た
︒
一
帯

が
完
全
に
水
没
し
た
チ
ュ
オ
ン
ミ
ー
県

イ
ェ
ン
テ
ィ
ン
村
で
は
︑
発
災
直
後
か
ら

飲
用
水
や
食
料
が
不
足
し
︑
主
要
産
業
で

あ
る
農
業
や
畜
産
︑
水
産
養
殖
業
に
も
大

き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
︒
A
A
R
は
被

災
し
た
村
人
に
集
会
場
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
︑
一
世
帯
当
た
り
約
3
2
0
0
円
︵
こ

の
地
域
の
平
均
的
な
世
帯
月
収
の
約
４
分

の
１
︶
の
現
金
を
手
渡
し
ま
し
た
︒

11
月
中
旬
︑
支
援
チ
ー
ム
は
再
び
同
村

を
訪
れ
︑
改
め
て
聞
き
取
り
を
実
施
︒

給
付
金
が
魚
網
の
購
入
費
や
養
殖
池
の

水
質
改
善
費
な
ど
︑
生
計
の
再
建
に
も

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
︒
仲
間
と
お
金
を

出
し
合
っ
て
野
菜
の
種

を
買
っ
た
男
性
は
︑

﹁
多
く
の
日
本
の
方
々

や
企
業
が
A
A
R
を
通

じ
て
私
た
ち
を
支
援
し

て
く
れ
ま
し
た
︒
村
を

代
表
し
て
感
謝
の
気
持

ち
を
お
伝
え
し
ま
す
﹂

と
話
し
ま
し
た
︒

作
業
機
械
の
修
理
費
を
支
援

地
域
の
障
が
い
者
が
働
く
福
祉
作
業
所

も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
︒
ソ
ク
ソ

ン
県
カ
ー
フ
ェ
村
に
あ
る
福
祉
施
設

﹁
チ
ャ
イ
テ
ィ
ン
・
ハ
ム
﹂
で
は
︑
障
が

い
者
10
人
が
働
く
木
工
作
業
場
が
水
没

し
︑
す
べ
て
の
木
工
機
械
が
故
障
し
ま
し

た
︒
9
月
下
旬
に
A
A
R
が
訪
問
し
た
際

に
は
︑
﹁
機
械
の
修
理
費
が
調
達
で
き
ず

途
方
に
暮
れ
て
い
ま
す
﹂
︵
デ
ィ
ン
・

ク
ィ
ン
・
ガ
ー
代
表
︶
と
い
う
状
況
で
し

た
が
︑
A
A
R
は
最
も
高
価
で
優
先
度
の

高
い
彫
刻
機
２
台
の
修
理
費
と
し
て
︑
約

1
2
0
万
円
相
当
の
資
金
を
提
供
︒
10
月

末
に
作
業
所
の
運
営
が
再
開
さ
れ
メ
ン

バ
ー
に
笑
顔
が
戻
り
ま
し
た
︒

　

ま
た
同
県
ベ
ン
村
で
障
が
い
者
41
人
が

働
く
食
品
加
工
場
﹁
タ
ム
ー
・
ゴ
ッ
ク
﹂

で
も
︑
A
A
R
が
提
供
し
た
約
80
万
円
で

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
加

工
す
る
食
品
乾
燥
機
を
修

理
︒
チ
ャ
ン
テ
ィ
・
ト
ゥ
ワ

ン
代
表
は
﹁
迅
速
な
支
援
の

お
か
げ
で
早
期
に
仕
事
を
再

開
で
き
ま
し
た
︒
今
後
は
仲

間
と
一
丸
と
な
っ
て
製
品
の

質
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た

い
﹂
と
力
を
込
め
ま
し
た
︒

　

A
A
R
は
支
援
に
併
せ
て

緊急支援

ベ
ト
ナ
ム
台
風
11
号
緊
急
支
援

水
没
し
た
村
と
福
祉
作
業
所
を
支
援

ベ
ト
ナ
ム
北
部
で
は
２
０
２
４
年
9
月

上
旬
︑
大
型
台
風
11
号
︵
ヤ
ギ
︶
が
上
陸

し
︑
豪
雨
と
洪
水
に
よ
っ
て
死
者
3
2
1

人
︑
行
方
不
明
者
24
人
を
含
む
甚
大
な
被

害
が
出
ま
し
た
︒
A
A
R
は
発
生
後
間
も

な
く
緊
急
チ
ー
ム
を
被
災
地
に
派
遣
し
︑

被
災
し
た
農
村
や
︑
障
が
い
者
が
働
く

作
業
所
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
︒

被
災
住
民
に
現
金
を
給
付

A
A
R
は
首
都
ハ
ノ
イ
近
郊
の
2
つ
の

村
で
︑
計
５
０
7
世
帯
に
当
面
の
生
活
を

﹁
同
じ
被
害
に
遭
わ
な
い
対
策
を
し
て
ほ

し
い
﹂
と
依
頼
︒
両
作
業
所
は
︑
高
台
へ

の
移
転
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
︒

迅
速
・
柔
軟
な
被
災
者
支
援

住
民
や
福
祉
作
業
所
へ
の
現
金
給
付

は
︑
迅
速
に
実
施
で
き
る
ほ
か
︑
受
け

取
っ
た
世
帯
や
団
体
が
柔
軟
に
資
金
の
活

用
方
法
を
決
め
ら
れ
る
利
点
が
あ
り
ま

す
︒
一
方
で
︑
支
援
対
象
や
給
付
方
法
を

分
か
り
や
す
く
公
平
に
決
め
る
こ
と
や
︑

使
用
状
況
な
ど
適
切
な
事
後
評
価
︵
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
︶
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
︒

今
回
の
A
A
R
の
支
援
は
︑
こ
う
し
た
注

意
点
を
踏
ま
え
て
実
施
し
︑
迅
速
性
・
柔

軟
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

ベ
ト
ナ
ム
台
風
の
被
災
地
支
援
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
し

ま
す
︒
引
き
続
き
︑
災
害
発
生
時
の
被
災

者
支
援
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

洪水によって水没した集落
＝チュオンミー県イェンティン村で 2024 年 9月

AAR の長野峻典（左）から現金を
受け取る被災者

AAR の支援で修理された福祉作業所の木工
機械＝ソクソン県カーフェ村で 2024 年 11 月

REPORT



677

A
A
R
は
2
0
1
4
年
に
ケ
ニ
ア
で
暮
ら

す
難
民
の
子
ど
も
た
ち
の
就
学
支
援
を
開

始
し
︑
現
在
は
中
途
退
学
率
を
減
ら
す
た

め
に
︑
学
校
と
地
域
の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
︒

　

現
地
で
は
貧
困
や
早
期
妊
娠
︑
教
育
へ

の
理
解
不
足
な
ど
が
原
因
で
初
等
教
育
の

途
中
で
退
学
す
る
子
ど
も
が
多
い
実
情
が

あ
り
ま
す
︒
し
か
し
︑
教
員
1
人
が
児
童

70
~
90
人
を
担
当
し
︑
学
校
だ
け
で
の
対

応
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
︑
A
A
R
は
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
研
修
や
定
期
会

合
を
通
じ
て
︑
教
員
と
地
域
が
一
緒
に
問

題
解
決
に
取
り
組
む
体
制
を
つ
く
り
ま
し

た
︒
例
え
ば
︑
休
み
が
ち
な
児
童
の
情
報

を
教
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
有
し
︑
家

庭
訪
問
す
る
仕
組
み
を
導
入
︒
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
両
親
を
説
得
す
る
と
と
も
に
︑

A
A
R
の
研
修
を
受
け
た
教
員
が
復
学
し

た
子
ど
も
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
︑
継
続
的
に

通
学
す
る
よ
う
に
導
き
ま
す
︒
教
員
の
一

人
は
﹁
学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
で
︑
地
域
全
体
が
教
育
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
﹂
と
話
し
ま
す
︒

　

ま
た
︑
初
等
校
9
校
で
教
員
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
っ
て
︑
教
育
の
重
要

性
を
人
々
に
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
︒

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
は
﹁
研
修
や
活
動
を

通
じ
て
︑
自
信
を
持
っ
て
通
学
が
ど
ん
な

に
大
切
か
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
﹂
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
︒

　

支
援
を
受
け
て
復
学
し
た
ア
ナ
さ
ん

︵
10
歳
・
仮
名
︶
は
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

家
に
来
て
︑
母
と
話
を
し
た
後
︑
学
校
に

戻
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
ま
し
た
︒
今
は
頑

張
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
︒
将
来
は
医
者

に
な
っ
て
家
族
を
助
け
た
い
﹂
︒
中
途
退

学
を
少
し
で
も
減
ら
す
学
校
・
地
域
一

体
と
な
っ
た
Ａ
Ａ
Ｒ
の
取
り
組
み
は
︑

少
し
ず
つ
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
︒

難民支援

ケ
ニ
ア
・
カ
ク
マ
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
教
育
支
援

中
途
退
学
の
減
少
を
目
指
し
て

スタッフ日記

東京事務局　鎌田 舞衣

　こんにちは。東京事務局広報コミュニケーション部の鎌田です。昨年11月にAARは創立45周年を迎えました。今で
こそ事務所では50人を超える職員が働いていますが、設立から10年以上、AARはすべてボランティアによって運営
されていたそうです。有給職員が誕生したのはなんと90年代以降。まさに、AARの歴史にボランティアあり！です。

東京事務局では毎日午後になると5～６人のボランティアさんが事務所にお越しになり、一気に雰囲気が明るくなり
ます。ご寄付の領収証やチャリティグッズの発送、データ入力、イベントのお手伝いなどが主なお仕事。始めて数カ月
の方から20年以上のベテランまで現在約70人が活動されています。

そんな皆さんに参加したきっかけや、やりがいを尋ねると、「海外で助けてもらった恩返しがしたかった」「裏方として
支えたい」「自分とは異なる経験をしている方 と々の交流が楽しい」などさま
ざま。帰国した駐在員の報告を楽しみにしている方もいらっしゃいます。

多忙な時期に「できる事は何でもやるから遠慮なく言って」と声をかけて
いただいたり、真摯なお気持ちや丁寧な仕事ぶりに触れたりするたびに、
「AARを取り巻く方たちの力をつないで、支援を広げるために全力を尽くそ
う」と、入職した8年前の熱い気持ちが甦ります。お仕事の面でも気持ち
の面でも支えてもらっていることを実感しています。

　これからもボランティアの皆さんのお力を借りながら邁進してまいります。

縁の下の力持ち。AARと私を支えてくれる
ボランティアの皆さん！

年に１回、ボランティアさんとのお疲れさまランチ。
スタッフも一緒に楽しい時間を過ごしました

アナさん（右）に話を聞く AAR のスタッフ
＝2024 年 11 月

支
え
る
現
金
給
付
を
行
い
ま
し
た
︒
一
帯

が
完
全
に
水
没
し
た
チ
ュ
オ
ン
ミ
ー
県

イ
ェ
ン
テ
ィ
ン
村
で
は
︑
発
災
直
後
か
ら

飲
用
水
や
食
料
が
不
足
し
︑
主
要
産
業
で

あ
る
農
業
や
畜
産
︑
水
産
養
殖
業
に
も
大

き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
︒
A
A
R
は
被

災
し
た
村
人
に
集
会
場
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
︑
一
世
帯
当
た
り
約
3
2
0
0
円
︵
こ

の
地
域
の
平
均
的
な
世
帯
月
収
の
約
４
分

の
１
︶
の
現
金
を
手
渡
し
ま
し
た
︒

11
月
中
旬
︑
支
援
チ
ー
ム
は
再
び
同
村

を
訪
れ
︑
改
め
て
聞
き
取
り
を
実
施
︒

給
付
金
が
魚
網
の
購
入
費
や
養
殖
池
の

水
質
改
善
費
な
ど
︑
生
計
の
再
建
に
も

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
︒
仲
間
と
お
金
を

出
し
合
っ
て
野
菜
の
種

を
買
っ
た
男
性
は
︑

﹁
多
く
の
日
本
の
方
々

や
企
業
が
A
A
R
を
通

じ
て
私
た
ち
を
支
援
し

て
く
れ
ま
し
た
︒
村
を

代
表
し
て
感
謝
の
気
持

ち
を
お
伝
え
し
ま
す
﹂

と
話
し
ま
し
た
︒

作
業
機
械
の
修
理
費
を
支
援

地
域
の
障
が
い
者
が
働
く
福
祉
作
業
所

も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
︒
ソ
ク
ソ

ン
県
カ
ー
フ
ェ
村
に
あ
る
福
祉
施
設

﹁
チ
ャ
イ
テ
ィ
ン
・
ハ
ム
﹂
で
は
︑
障
が

い
者
10
人
が
働
く
木
工
作
業
場
が
水
没

し
︑
す
べ
て
の
木
工
機
械
が
故
障
し
ま
し

た
︒
9
月
下
旬
に
A
A
R
が
訪
問
し
た
際

に
は
︑
﹁
機
械
の
修
理
費
が
調
達
で
き
ず

途
方
に
暮
れ
て
い
ま
す
﹂
︵
デ
ィ
ン
・

ク
ィ
ン
・
ガ
ー
代
表
︶
と
い
う
状
況
で
し

た
が
︑
A
A
R
は
最
も
高
価
で
優
先
度
の

高
い
彫
刻
機
２
台
の
修
理
費
と
し
て
︑
約

1
2
0
万
円
相
当
の
資
金
を
提
供
︒
10
月

末
に
作
業
所
の
運
営
が
再
開
さ
れ
メ
ン

バ
ー
に
笑
顔
が
戻
り
ま
し
た
︒

　

ま
た
同
県
ベ
ン
村
で
障
が
い
者
41
人
が

働
く
食
品
加
工
場
﹁
タ
ム
ー
・
ゴ
ッ
ク
﹂

で
も
︑
A
A
R
が
提
供
し
た
約
80
万
円
で

ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
加

工
す
る
食
品
乾
燥
機
を
修

理
︒
チ
ャ
ン
テ
ィ
・
ト
ゥ
ワ

ン
代
表
は
﹁
迅
速
な
支
援
の

お
か
げ
で
早
期
に
仕
事
を
再

開
で
き
ま
し
た
︒
今
後
は
仲

間
と
一
丸
と
な
っ
て
製
品
の

質
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た

い
﹂
と
力
を
込
め
ま
し
た
︒

　

A
A
R
は
支
援
に
併
せ
て

緊急支援

ベ
ト
ナ
ム
台
風
11
号
緊
急
支
援

水
没
し
た
村
と
福
祉
作
業
所
を
支
援

ベ
ト
ナ
ム
北
部
で
は
２
０
２
４
年
9
月

上
旬
︑
大
型
台
風
11
号
︵
ヤ
ギ
︶
が
上
陸

し
︑
豪
雨
と
洪
水
に
よ
っ
て
死
者
3
2
1

人
︑
行
方
不
明
者
24
人
を
含
む
甚
大
な
被

害
が
出
ま
し
た
︒
A
A
R
は
発
生
後
間
も

な
く
緊
急
チ
ー
ム
を
被
災
地
に
派
遣
し
︑

被
災
し
た
農
村
や
︑
障
が
い
者
が
働
く

作
業
所
な
ど
を
支
援
し
ま
し
た
︒

被
災
住
民
に
現
金
を
給
付

A
A
R
は
首
都
ハ
ノ
イ
近
郊
の
2
つ
の

村
で
︑
計
５
０
7
世
帯
に
当
面
の
生
活
を

﹁
同
じ
被
害
に
遭
わ
な
い
対
策
を
し
て
ほ

し
い
﹂
と
依
頼
︒
両
作
業
所
は
︑
高
台
へ

の
移
転
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
︒

迅
速
・
柔
軟
な
被
災
者
支
援

住
民
や
福
祉
作
業
所
へ
の
現
金
給
付

は
︑
迅
速
に
実
施
で
き
る
ほ
か
︑
受
け

取
っ
た
世
帯
や
団
体
が
柔
軟
に
資
金
の
活

用
方
法
を
決
め
ら
れ
る
利
点
が
あ
り
ま

す
︒
一
方
で
︑
支
援
対
象
や
給
付
方
法
を

分
か
り
や
す
く
公
平
に
決
め
る
こ
と
や
︑

使
用
状
況
な
ど
適
切
な
事
後
評
価
︵
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
︶
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
︒

今
回
の
A
A
R
の
支
援
は
︑
こ
う
し
た
注

意
点
を
踏
ま
え
て
実
施
し
︑
迅
速
性
・
柔

軟
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　

ベ
ト
ナ
ム
台
風
の
被
災
地
支
援
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
改
め
て
感
謝
し

ま
す
︒
引
き
続
き
︑
災
害
発
生
時
の
被
災

者
支
援
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

洪水によって水没した集落
＝チュオンミー県イェンティン村で 2024 年 9月

AAR の長野峻典（左）から現金を
受け取る被災者

AAR の支援で修理された福祉作業所の木工
機械＝ソクソン県カーフェ村で 2024 年 11 月

REPORT



9

特別インタビュー
Special  Interview

2
0
2
3
年
末
ま
で
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表

︵
防
災
担
当
︶
兼
国
連
防
災
機
関
︵
U
N
D
R
R
︶

ト
ッ
プ
を
務
め
た
水
鳥
真
美
さ
ん
が
６
月
︑
A
A
R

常
任
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
︒
５
年
以
上
に
わ
た
り

世
界
の
国
々
の
防
災
・
減
災
の
た
め
に
尽
力
し
て
き
た

水
鳥
さ
ん
に
︑
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
A
A
R
な
ど
民
間

支
援
団
体
に
期
待
す
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
︒

︵
聞
き
手
・
東
京
事
務
局
太
田
阿
利
佐
︶

A
A
R
と
の
不
思
議
な
縁

︱
外
交
官
と
し
て
メ
キ
シ
コ
︑
イ
ギ
リ
ス
︑

ア
メ
リ
カ
に
赴
任
し
︑
大
臣
官
房
人
事
課
首

席
事
務
官
︑
会
計
課
長
な
ど
の
要
職
も
歴

任
︒
A
A
R
と
の
最
初
の
ご
縁
は
2
0
1
0

年
に
外
務
省
を
退
職
さ
れ
た
後
︑
理
事
に
就

任
さ
れ
た
こ
と
で
す
ね
︒

実
は
そ
の
前
か
ら
ご
縁
が
あ
る
ん
で
す

よ
︒
亡
く
な
っ
た
母
が
︑
長
年
A
A
R
の
マ
ン

ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
で
し
た
︒
で
も
私
は

ま
っ
た
く
知
ら
ず
︑
母
と
A
A
R
の
話
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

外
務
省
を
辞
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
時
︑

当
時
の
長
有
紀
枝
理
事
長
︵
現
会
長
︶
か
ら

﹁
海
外
か
ら
の
視
点
で
活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ほ
し
い
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
︒
長

さ
ん
が
大
変
意
義
の
あ
る
発
言
を
さ
れ
る
方

だ
と
知
っ
て
い
た
う
え
︑
母
の
こ
と
も
あ
り
︑

こ
れ
も
ご
縁
と
お
引
き
受
け
し
た
の
で
す
︒

︱
イ
ギ
リ
ス
で
は
︑
日
本
研
究
で
名
高
い

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
日
本
藝
術
研
究
所
の
統
括
役

所
長
を
務
め
︑
2
0
1
8
年
3
月
に
国
連
事

務
総
長
特
別
代
表
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
︒

世
界
は
大
災
害
の
時
代

事
後
よ
り
予
防
に
重
点
を

外
務
省
を
辞
し
た
の
は
﹁
こ
こ
に
は
私

の
仕
事
の
代
わ
り
が
で
き
る
人
は
た
く
さ

ん
い
る
︒
で
も
自
分
の
人
生
は
自
分
の
も

の
な
の
だ
か
ら
︑
視
野
を
広
げ
て
新
し
い

世
界
に
飛
び
込
ん
で
み
た
い
﹂
と
考
え
た

か
ら
で
し
た
︒
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
の
仕
事

は
︑
海
外
の
人
々
の
視
点
で
日
本
を
と
ら

え
直
す
貴
重
な
機
会
で
し
た
︒
そ
の
後
︑

防
災
は
日
本
が
世
界
的
に
リ
ー
ド
し
て
き

た
分
野
で
あ
る
こ
と
や
︑
国
連
の
グ
テ
ー

レ
ス
事
務
総
長
が
国
連
幹
部
の
男
女
比
率

を
1
対
１
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
︑
私
に
声
が
か
か
っ
た
の
で

す
︒
も
う
一
度
国
際
社
会
の
た
め
に
働
き

た
い
と
挑
戦
を
決
め
ま
し
た
︒
国
連
職
員

は
兼
職
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
A
A
R

理
事
は
退
任
し
︑
防
災
・
減
災
に
関
す
る

政
策
支
援
︑
啓
発
活
動
︑
国
際
的
な
指
針

作
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
︒

災
害
リ
ス
ク
の
四
つ
の
要
素

︱
気
候
変
動
の
影
響
か
︑
世
界
で
自
然
災

害
が
頻
発
し
︑
激
甚
化
し
て
い
ま
す
︒

か
つ
て
災
害
対
応
と
い
え
ば
︑
緊
急
支

援
と
復
興
が
中
心
で
し
た
︒
し
か
し
︑
近

年
の
よ
う
に
災
害
が
複
合
的
に
多
発
す
る

世
の
中
で
は
︑
災
害
後
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
も
は
や
間
に
合
わ
な
い
︒
い
か
に
災

害
リ
ス
ク
を
事
前
に
減
ら
す
か
︑
そ
こ
に

人
と
予
算
を
投
入
す
る
か
︒
そ
れ
が
今
の

世
界
的
な
課
題
で
す
︒

　

﹁
仙
台
防
災
枠
組
み
﹂
は
︑
東
日
本
大

震
災
後
の
2
0
1
5
年
に
国
連
加
盟
国
に

よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
15
カ
年
計
画
で
す
︒

災
害
リ
ス
ク
は
四
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
︒
一
つ
目
は
ハ
ザ
ー
ド

︵
H
a
z
a
r
d
︶
︒
台
風
と
か
津
波
と
か
地

震
な
ど
の
事
象
で
す
︒
二
つ
目
は
脆
弱
性

︵
V
u
l
n
e
r
a
b
i
l
i
t
y
︶で
︑

地
域
や
個
人
の
も
ろ
さ
︒
三
つ
目
の
暴
露

︵
E
x
p
o
s
u
r
e
︶は
災
害
が
発
生
す
る

地
域
に
ど
れ
だ
け
人
々
や
施
設
な
ど
が

あ
る
か
で
す
︒
四
つ
目
は
災
害
リ
ス
ク

を
管
理
︑
軽
減
す
る
た
め
に
地
域
や

社
会
︑
組
織
が
利
用
で
き
る
能
力

︵
C
a
p
a
c
i
t
y
︶
で
︑
こ
れ
が
高
け
れ

ば
災
害
の
リ
ス
ク
は
軽
減
さ
れ
る
︒
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
災
害
前
に
対
策
を
取
る
︑

例
え
ば
一
つ
目
な
ら
気
候
変
動
対
策
︑
二

つ
目
な
ら
社
会
の
中
で
脆
弱
な
人
々
︑
女

性
や
子
ど
も
︑
障
が
い
者
や
高
齢
者
︑
難

民
・
避
難
民
な
ど
を
認
識
し
︑
そ
の
脆
弱

性
を
ど
う
減
殺
す
る
か
に
日
ご
ろ
か
ら
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

私
は
︑
個
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め

の
精
神
的
な
支
援
も
課
題
だ
と
考
え
て

い
ま
す
︒
例
え
ば
東
日
本
大
震
災
の

後
︑
国
学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

さ
ん
が
被
災
地
で
本
の
朗
読
会
を
し
て
い

た
と
聞
き
ま
す
︒
そ
う
い
う
活
動
を
通
じ

て
︑
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
共
同
体
の
再
構

築
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
︒
い

か
に
し
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
生
活
︑
共

同
体
の
結
び
つ
き
を
戻
す
こ
と
に
貢
献
で

き
る
か
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー

︱
災
害
の
多
発
は
︑
支
援
現
場
に
も
課
題

を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
︒
例
え
ば
パ
キ
ス

タ
ン
な
ど
の
大
洪
水
で
学
校
が
流
さ
れ
た

際
︑
住
民
の
要
望
だ
か
ら
と
同
じ
場
所
に

再
建
し
て
い
い
の
か
︑
ま
た
洪
水
に
襲
わ
れ

る
か
も　

と
い
う
問
題
で
す
︒

住
民
か
ら
要
望
が
あ
っ
て
も
︑
対
策
な

し
に
同
じ
場
所
に
学
校
を
建
て
れ
ば
︑
そ

れ
は
次
の
災
害
を
生
み
ま
す
︒
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
災
害
復
興
の
過
程
で
の
強
靭

化
で
す
︒
﹁
仙
台
防
災
枠
組
み
﹂
の
優
先

行
動
の
一
つ
﹁
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ

タ
ー
﹂
︑
よ
り
よ
い
復
興
で
す
︒

と
こ
ろ
が
︑
世
界
的
に
そ
れ
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
︑
2
0
2
3
年
の
仙
台
枠
組

み
の
中
間
報
告
で
分
か
り
ま
し
た
︒
大
洪

水
の
例
で
言
え
ば
︑
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
だ
け
で

は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
︒
そ
の
国
の
政

府
や
地
方
政
府
と
連
携
し
︑
安
全
な
土
地

を
提
供
し
て
も
ら
い
︑
そ
こ
に
学
校
を
建

て
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
︒
﹁
ビ
ル

ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
﹂
に
必
要
な
の
は
︑

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化
で
す
︒
こ
れ
ま

で
以
上
に
中
央
政
府
︑
地
方
政
府
︑
そ
し

て
民
間
︑
市
民
社
会
︑
学
術
界
が
連
携
し

て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
解
決
策

が
出
せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
︒

︱
2
0
2
4
年
に
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
︵
巨
大
地
震
注
意
︶
が
初
め
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
︒
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
は

豪
雨
の
被
害
も
出
て
︑
直
接
死
よ
り
災
害

関
連
死
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
︒
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

支
援
の
在
り
方
︑
能
力
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
︒

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
っ
て
実
は
と
て
も
難

し
い
︒
組
織
ご
と
に
違
っ
た
立
ち
位
置
や

ル
ー
ル
︑
慣
習
が
あ
り
ま
す
か
ら
︒
し
か
し

産
官
学
と
市
民
社
会
︑
さ
ら
に
国
連
や
海
外

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
︑
１
足
す
１
は
２
で
は
な
く
︑
３
や

４
の
成
果
が
出
ま
す
︒
A
A
R
に
は
国
内
外

で
の
活
動
実
績
が
あ
り
︑
そ
う
し
た
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
展
開
し
て
い
く
の
が
可
能
な

組
織
だ
と
思
い
ま
す
︒

　

す
べ
て
の
国
︑
す
べ
て
の
自
治
体
が
︑

災
害
後
の
対
応
で
手
一
杯
と
い
う
現
在
の

状
況
か
ら
︑
人
手
も
予
算
も
政
策
も
事
前
対

策
に
振
り
分
け
︑
予
防
を
強
化
す
る
︒
こ
れ

が
防
災
の
一
番
大
き
な
課
題
で
あ
り
︑
国
際

協
力
も
市
民
社
会
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
︒

市
民
社
会
も
認
識
の
変
化
を

︱
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
市
民
社
会
も
変
わ
る
必
要
が
あ

る
︑
と
い
う
こ
と
で
す
か
︒

例
え
ば
﹁
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
︒
皆
さ
ん
緊
急
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
﹂
と
言
え
ば
︑
多
く
の
方
が

ご
協
力
く
だ
さ
る
︒
で
も
︑
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
脆
弱
な
人
々
︑
た
と
え
ば
障
が
い
者

の
強
靭
化
の
た
め
の
住
宅
支
援
や
職
業

支
援
に
寄
付
を
出
し
て
い
た
だ
く
の
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
変
え
て
い

く
か
が
課
題
で
す
︒

よ
︒
亡
く
な
っ
た
母
が
︑
長
年
A
A
R
の
マ
ン

ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
で
し
た
︒
で
も
私
は

ま
っ
た
く
知
ら
ず
︑
母
と
A
A
R
の
話
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

外
務
省
を
辞
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
時
︑

当
時
の
長
有
紀
枝
理
事
長
︵
現
会
長
︶
か
ら

﹁
海
外
か
ら
の
視
点
で
活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ほ
し
い
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
︒
長

さ
ん
が
大
変
意
義
の
あ
る
発
言
を
さ
れ
る
方

だ
と
知
っ
て
い
た
う
え
︑
母
の
こ
と
も
あ
り
︑

こ
れ
も
ご
縁
と
お
引
き
受
け
し
た
の
で
す

イ
ギ
リ
ス
で
は
︑
日
本
研
究
で
名
高
い

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
日
本
藝
術
研
究
所
の
統
括
役

所
長
を
務
め
︑
2
0
1
8
年
3
月
に
国
連
事

務
総
長
特
別
代
表
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
︒

ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
で
し
た
︒
で
も
私
は

ま
っ
た
く
知
ら
ず
︑
母
と
A
A
R
の
話
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

外
務
省
を
辞
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
時
︑

当
時
の
長
有
紀
枝
理
事
長
︵
現
会
長
︶
か
ら

﹁
海
外
か
ら
の
視
点
で
活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ほ
し
い
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
︒
長

さ
ん
が
大
変
意
義
の
あ
る
発
言
を
さ
れ
る
方

だ
と
知
っ
て
い
た
う
え
︑
母
の
こ
と
も
あ
り
︑

こ
れ
も
ご
縁
と
お
引
き
受
け
し
た
の
で
す

︱
イ
ギ
リ
ス
で
は
︑
日
本
研
究
で
名
高
い

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
日
本
藝
術
研
究
所
の
統
括
役

所
長
を
務
め
︑
2
0
1
8
年
3
月
に
国
連
事

務
総
長
特
別
代
表
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
︒

前国連事務総長特別代表

水鳥真美 AAR 常任理事

国連のグテーレス事務総長（左）と＝2018年
写真提供：国連防災機関(UNDRR)

　

そ
う
い
う
意
味
で
A
A
R
は
す
ご
く
頑

張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
難
民
の
中
で

も
女
性
や
子
ど
も
︑
障
が
い
者
の
方
へ
の

支
援
を
重
要
な
核
に
し
︑
か
つ
啓
発
活
動
︑

例
え
ば
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
教
育
に
力
を
い
れ
て
い
る
︒

こ
う
し
た
活
動
の
重
要
性
を
前
面
に
出

し
︑
ど
う
成
果
を
上
げ
て
い
る
か
を
積
極

的
に
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
︒
啓
発

活
動
の
結
果
︑
災
害
時
に
命
が
救
わ
れ
た

と
い
う
事
例
を
広
報
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

難
民
・
避
難
民
に
重
い
負
担

︱
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は

国
連
で
の
仕
事
を
通
し
て
︑
普
段
か
ら

厳
し
い
生
活
を
送
る
難
民
・
避
難
民
の

方
々
は
︑
自
然
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起

こ
れ
ば
︑
い
っ
そ
う
被
害
を
受
け
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
︒
難
民
・
避
難
民
の
厳
し
い

状
況
を
市
民
社
会
が
変
え
て
い
く
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
︒
A
A
R
の
常
任
理
事
と

し
て
︑
取
り
組
ん
で
み
た
い
で
す
︒

　

ま
た
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
の
顧
問

に
就
任
し
ま
し
た
︒
保
険
業
界
は
最
も
リ

ス
ク
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
災
害
時
の

被
害
予
想
デ
ー
タ
も
豊
富
に
持
っ
て
い
ま

す
︒
リ
ス
ク
回
避
や
分
散
を
ど
う
実
現
さ

せ
る
か
考
え
て
い
き
た
い
︒
個
人
的
に
は

日
本
画
を
習
う
つ
も
り
で
す
︒
こ
ち
ら
は

一
回
目
の
お
稽
古
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
︵
笑
︶
︒

津波で大きな被害を受けた宮城県石巻市立大
川小学校の跡地を視察する水鳥さん（右）＝
2018年、写真提供：国連防災機関(UNDRR)
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特別インタビュー
Special  Interview

2
0
2
3
年
末
ま
で
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表

︵
防
災
担
当
︶
兼
国
連
防
災
機
関
︵
U
N
D
R
R
︶

ト
ッ
プ
を
務
め
た
水
鳥
真
美
さ
ん
が
６
月
︑
A
A
R

常
任
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
︒
５
年
以
上
に
わ
た
り

世
界
の
国
々
の
防
災
・
減
災
の
た
め
に
尽
力
し
て
き
た

水
鳥
さ
ん
に
︑
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
A
A
R
な
ど
民
間

支
援
団
体
に
期
待
す
る
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
︒

︵
聞
き
手
・
東
京
事
務
局
太
田
阿
利
佐
︶

A
A
R
と
の
不
思
議
な
縁

︱
外
交
官
と
し
て
メ
キ
シ
コ
︑
イ
ギ
リ
ス
︑

ア
メ
リ
カ
に
赴
任
し
︑
大
臣
官
房
人
事
課
首

席
事
務
官
︑
会
計
課
長
な
ど
の
要
職
も
歴

任
︒
A
A
R
と
の
最
初
の
ご
縁
は
2
0
1
0

年
に
外
務
省
を
退
職
さ
れ
た
後
︑
理
事
に
就

任
さ
れ
た
こ
と
で
す
ね
︒

実
は
そ
の
前
か
ら
ご
縁
が
あ
る
ん
で
す

よ
︒
亡
く
な
っ
た
母
が
︑
長
年
A
A
R
の
マ
ン

ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
で
し
た
︒
で
も
私
は

ま
っ
た
く
知
ら
ず
︑
母
と
A
A
R
の
話
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

外
務
省
を
辞
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
時
︑

当
時
の
長
有
紀
枝
理
事
長
︵
現
会
長
︶
か
ら

﹁
海
外
か
ら
の
視
点
で
活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ほ
し
い
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
︒
長

さ
ん
が
大
変
意
義
の
あ
る
発
言
を
さ
れ
る
方

だ
と
知
っ
て
い
た
う
え
︑
母
の
こ
と
も
あ
り
︑

こ
れ
も
ご
縁
と
お
引
き
受
け
し
た
の
で
す
︒

︱
イ
ギ
リ
ス
で
は
︑
日
本
研
究
で
名
高
い

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
日
本
藝
術
研
究
所
の
統
括
役

所
長
を
務
め
︑
2
0
1
8
年
3
月
に
国
連
事

務
総
長
特
別
代
表
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
︒

世
界
は
大
災
害
の
時
代

事
後
よ
り
予
防
に
重
点
を

外
務
省
を
辞
し
た
の
は
﹁
こ
こ
に
は
私

の
仕
事
の
代
わ
り
が
で
き
る
人
は
た
く
さ

ん
い
る
︒
で
も
自
分
の
人
生
は
自
分
の
も

の
な
の
だ
か
ら
︑
視
野
を
広
げ
て
新
し
い

世
界
に
飛
び
込
ん
で
み
た
い
﹂
と
考
え
た

か
ら
で
し
た
︒
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
の
仕
事

は
︑
海
外
の
人
々
の
視
点
で
日
本
を
と
ら

え
直
す
貴
重
な
機
会
で
し
た
︒
そ
の
後
︑

防
災
は
日
本
が
世
界
的
に
リ
ー
ド
し
て
き

た
分
野
で
あ
る
こ
と
や
︑
国
連
の
グ
テ
ー

レ
ス
事
務
総
長
が
国
連
幹
部
の
男
女
比
率

を
1
対
１
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
︑
私
に
声
が
か
か
っ
た
の
で

す
︒
も
う
一
度
国
際
社
会
の
た
め
に
働
き

た
い
と
挑
戦
を
決
め
ま
し
た
︒
国
連
職
員

は
兼
職
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
A
A
R

理
事
は
退
任
し
︑
防
災
・
減
災
に
関
す
る

政
策
支
援
︑
啓
発
活
動
︑
国
際
的
な
指
針

作
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
︒

災
害
リ
ス
ク
の
四
つ
の
要
素

︱
気
候
変
動
の
影
響
か
︑
世
界
で
自
然
災

害
が
頻
発
し
︑
激
甚
化
し
て
い
ま
す
︒

か
つ
て
災
害
対
応
と
い
え
ば
︑
緊
急
支

援
と
復
興
が
中
心
で
し
た
︒
し
か
し
︑
近

年
の
よ
う
に
災
害
が
複
合
的
に
多
発
す
る

世
の
中
で
は
︑
災
害
後
の
取
り
組
み
だ
け

で
は
も
は
や
間
に
合
わ
な
い
︒
い
か
に
災

害
リ
ス
ク
を
事
前
に
減
ら
す
か
︑
そ
こ
に

人
と
予
算
を
投
入
す
る
か
︒
そ
れ
が
今
の

世
界
的
な
課
題
で
す
︒

　

﹁
仙
台
防
災
枠
組
み
﹂
は
︑
東
日
本
大

震
災
後
の
2
0
1
5
年
に
国
連
加
盟
国
に

よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
15
カ
年
計
画
で
す
︒

災
害
リ
ス
ク
は
四
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
︒
一
つ
目
は
ハ
ザ
ー
ド

︵
H
a
z
a
r
d
︶
︒
台
風
と
か
津
波
と
か
地

震
な
ど
の
事
象
で
す
︒
二
つ
目
は
脆
弱
性

︵
V
u
l
n
e
r
a
b
i
l
i
t
y
︶で
︑

地
域
や
個
人
の
も
ろ
さ
︒
三
つ
目
の
暴
露

︵
E
x
p
o
s
u
r
e
︶は
災
害
が
発
生
す
る

地
域
に
ど
れ
だ
け
人
々
や
施
設
な
ど
が

あ
る
か
で
す
︒
四
つ
目
は
災
害
リ
ス
ク

を
管
理
︑
軽
減
す
る
た
め
に
地
域
や

社
会
︑
組
織
が
利
用
で
き
る
能
力

︵
C
a
p
a
c
i
t
y
︶
で
︑
こ
れ
が
高
け
れ

ば
災
害
の
リ
ス
ク
は
軽
減
さ
れ
る
︒
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
災
害
前
に
対
策
を
取
る
︑

例
え
ば
一
つ
目
な
ら
気
候
変
動
対
策
︑
二

つ
目
な
ら
社
会
の
中
で
脆
弱
な
人
々
︑
女

性
や
子
ど
も
︑
障
が
い
者
や
高
齢
者
︑
難

民
・
避
難
民
な
ど
を
認
識
し
︑
そ
の
脆
弱

性
を
ど
う
減
殺
す
る
か
に
日
ご
ろ
か
ら
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒

　

私
は
︑
個
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め

の
精
神
的
な
支
援
も
課
題
だ
と
考
え
て

い
ま
す
︒
例
え
ば
東
日
本
大
震
災
の

後
︑
国
学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

さ
ん
が
被
災
地
で
本
の
朗
読
会
を
し
て
い

た
と
聞
き
ま
す
︒
そ
う
い
う
活
動
を
通
じ

て
︑
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
共
同
体
の
再
構

築
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
︒
い

か
に
し
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
生
活
︑
共

同
体
の
結
び
つ
き
を
戻
す
こ
と
に
貢
献
で

き
る
か
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
︒

ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー

︱
災
害
の
多
発
は
︑
支
援
現
場
に
も
課
題

を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
︒
例
え
ば
パ
キ
ス

タ
ン
な
ど
の
大
洪
水
で
学
校
が
流
さ
れ
た

際
︑
住
民
の
要
望
だ
か
ら
と
同
じ
場
所
に

再
建
し
て
い
い
の
か
︑
ま
た
洪
水
に
襲
わ
れ

る
か
も　

と
い
う
問
題
で
す
︒

住
民
か
ら
要
望
が
あ
っ
て
も
︑
対
策
な

し
に
同
じ
場
所
に
学
校
を
建
て
れ
ば
︑
そ

れ
は
次
の
災
害
を
生
み
ま
す
︒
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
災
害
復
興
の
過
程
で
の
強
靭

化
で
す
︒
﹁
仙
台
防
災
枠
組
み
﹂
の
優
先

行
動
の
一
つ
﹁
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ

タ
ー
﹂
︑
よ
り
よ
い
復
興
で
す
︒

と
こ
ろ
が
︑
世
界
的
に
そ
れ
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
︑
2
0
2
3
年
の
仙
台
枠
組

み
の
中
間
報
告
で
分
か
り
ま
し
た
︒
大
洪

水
の
例
で
言
え
ば
︑
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
だ
け
で

は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
︒
そ
の
国
の
政

府
や
地
方
政
府
と
連
携
し
︑
安
全
な
土
地

を
提
供
し
て
も
ら
い
︑
そ
こ
に
学
校
を
建

て
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
︒
﹁
ビ
ル

ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
﹂
に
必
要
な
の
は
︑

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化
で
す
︒
こ
れ
ま

で
以
上
に
中
央
政
府
︑
地
方
政
府
︑
そ
し

て
民
間
︑
市
民
社
会
︑
学
術
界
が
連
携
し

て
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
解
決
策

が
出
せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
︒

︱
2
0
2
4
年
に
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報
︵
巨
大
地
震
注
意
︶
が
初
め
て
発
表
さ

れ
ま
し
た
︒
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
は

豪
雨
の
被
害
も
出
て
︑
直
接
死
よ
り
災
害

関
連
死
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
︒
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

支
援
の
在
り
方
︑
能
力
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
︒

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
っ
て
実
は
と
て
も
難

し
い
︒
組
織
ご
と
に
違
っ
た
立
ち
位
置
や

ル
ー
ル
︑
慣
習
が
あ
り
ま
す
か
ら
︒
し
か
し

産
官
学
と
市
民
社
会
︑
さ
ら
に
国
連
や
海
外

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
︑
１
足
す
１
は
２
で
は
な
く
︑
３
や

４
の
成
果
が
出
ま
す
︒
A
A
R
に
は
国
内
外

で
の
活
動
実
績
が
あ
り
︑
そ
う
し
た
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
展
開
し
て
い
く
の
が
可
能
な

組
織
だ
と
思
い
ま
す
︒

　

す
べ
て
の
国
︑
す
べ
て
の
自
治
体
が
︑

災
害
後
の
対
応
で
手
一
杯
と
い
う
現
在
の

状
況
か
ら
︑
人
手
も
予
算
も
政
策
も
事
前
対

策
に
振
り
分
け
︑
予
防
を
強
化
す
る
︒
こ
れ

が
防
災
の
一
番
大
き
な
課
題
で
あ
り
︑
国
際

協
力
も
市
民
社
会
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
︒

市
民
社
会
も
認
識
の
変
化
を

︱
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
市
民
社
会
も
変
わ
る
必
要
が
あ

る
︑
と
い
う
こ
と
で
す
か
︒

例
え
ば
﹁
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
︒
皆
さ
ん
緊
急
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
﹂
と
言
え
ば
︑
多
く
の
方
が

ご
協
力
く
だ
さ
る
︒
で
も
︑
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
脆
弱
な
人
々
︑
た
と
え
ば
障
が
い
者

の
強
靭
化
の
た
め
の
住
宅
支
援
や
職
業

支
援
に
寄
付
を
出
し
て
い
た
だ
く
の
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
︒
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
変
え
て
い

く
か
が
課
題
で
す
︒

よ
︒
亡
く
な
っ
た
母
が
︑
長
年
A
A
R
の
マ
ン

ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
で
し
た
︒
で
も
私
は

ま
っ
た
く
知
ら
ず
︑
母
と
A
A
R
の
話
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

外
務
省
を
辞
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
時
︑

当
時
の
長
有
紀
枝
理
事
長
︵
現
会
長
︶
か
ら

﹁
海
外
か
ら
の
視
点
で
活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ほ
し
い
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
︒
長

さ
ん
が
大
変
意
義
の
あ
る
発
言
を
さ
れ
る
方

だ
と
知
っ
て
い
た
う
え
︑
母
の
こ
と
も
あ
り
︑

こ
れ
も
ご
縁
と
お
引
き
受
け
し
た
の
で
す

イ
ギ
リ
ス
で
は
︑
日
本
研
究
で
名
高
い

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
日
本
藝
術
研
究
所
の
統
括
役

所
長
を
務
め
︑
2
0
1
8
年
3
月
に
国
連
事

務
総
長
特
別
代
表
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
︒

ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
で
し
た
︒
で
も
私
は

ま
っ
た
く
知
ら
ず
︑
母
と
A
A
R
の
話
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

外
務
省
を
辞
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
る
時
︑

当
時
の
長
有
紀
枝
理
事
長
︵
現
会
長
︶
か
ら

﹁
海
外
か
ら
の
視
点
で
活
動
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
ほ
し
い
﹂
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
︒
長

さ
ん
が
大
変
意
義
の
あ
る
発
言
を
さ
れ
る
方

だ
と
知
っ
て
い
た
う
え
︑
母
の
こ
と
も
あ
り
︑

こ
れ
も
ご
縁
と
お
引
き
受
け
し
た
の
で
す

︱
イ
ギ
リ
ス
で
は
︑
日
本
研
究
で
名
高
い

セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
日
本
藝
術
研
究
所
の
統
括
役

所
長
を
務
め
︑
2
0
1
8
年
3
月
に
国
連
事

務
総
長
特
別
代
表
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
︒

前国連事務総長特別代表

水鳥真美 AAR 常任理事

国連のグテーレス事務総長（左）と＝2018年
写真提供：国連防災機関(UNDRR)

　

そ
う
い
う
意
味
で
A
A
R
は
す
ご
く
頑

張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
︒
難
民
の
中
で

も
女
性
や
子
ど
も
︑
障
が
い
者
の
方
へ
の

支
援
を
重
要
な
核
に
し
︑
か
つ
啓
発
活
動
︑

例
え
ば
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
社
会
を
実
現

す
る
た
め
の
教
育
に
力
を
い
れ
て
い
る
︒

こ
う
し
た
活
動
の
重
要
性
を
前
面
に
出

し
︑
ど
う
成
果
を
上
げ
て
い
る
か
を
積
極

的
に
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
︒
啓
発

活
動
の
結
果
︑
災
害
時
に
命
が
救
わ
れ
た

と
い
う
事
例
を
広
報
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

難
民
・
避
難
民
に
重
い
負
担

︱
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は

国
連
で
の
仕
事
を
通
し
て
︑
普
段
か
ら

厳
し
い
生
活
を
送
る
難
民
・
避
難
民
の

方
々
は
︑
自
然
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起

こ
れ
ば
︑
い
っ
そ
う
被
害
を
受
け
る
こ
と
を

痛
感
し
ま
し
た
︒
難
民
・
避
難
民
の
厳
し
い

状
況
を
市
民
社
会
が
変
え
て
い
く
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
︒
A
A
R
の
常
任
理
事
と

し
て
︑
取
り
組
ん
で
み
た
い
で
す
︒

　

ま
た
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
の
顧
問

に
就
任
し
ま
し
た
︒
保
険
業
界
は
最
も
リ

ス
ク
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
災
害
時
の

被
害
予
想
デ
ー
タ
も
豊
富
に
持
っ
て
い
ま

す
︒
リ
ス
ク
回
避
や
分
散
を
ど
う
実
現
さ

せ
る
か
考
え
て
い
き
た
い
︒
個
人
的
に
は

日
本
画
を
習
う
つ
も
り
で
す
︒
こ
ち
ら
は

一
回
目
の
お
稽
古
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
︵
笑
︶
︒

津波で大きな被害を受けた宮城県石巻市立大
川小学校の跡地を視察する水鳥さん（右）＝
2018年、写真提供：国連防災機関(UNDRR)
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創立45周年記念シンポジウムを開催
2024年11月10日、創立45周年記念シンポジウム

「長期化する人道危機への挑戦」を御茶ノ水
ソラシティカンファレンス（東京都千代田区）で
開催しました。

第1部では、AARと連携する英国の地雷除去
専門NGOヘイロー・トラストによる地雷被害と
除去活動のビデオ報告、次いでスーダンで障が
い者の教育支援に取り組むモハメド・オマル・
アブディンさんがスーダン内戦の現状を報告し

ました。第2部では忍足謙朗AAR常任理事（元国際連合世界食糧計画アジア地域局長）、緊急人道支援学会
理事の柴田裕子さんが、厳しさを増す国際情勢にあって、日本の国際NGOを取り巻く環境と将来の可能性につ
いて解説しました。

パネルディスカッションでは、国際NGOに求められる役割
について会場の皆さんと一緒に考え、「長期化によって減って
いく報道、失われていく関心への対策をどう考えるか」「相
次ぐ人道危機に対して、寄付を託されたNGOは支援先をどのよ
うに決定しているのか」など、活発で意義深い議論が交わされま
した。

11
10

INFORMATION

相続財産をお寄せいただきました

皆さまの思いを大切に受け止めて、難民や子どもた
ち、障がいのある方々のために役立ててまいります。

大野　廉さま    （東京都）
須藤　直子さま　（神奈川県）
田中　典子さま（東京都）

（2024 年 8 月 16 日～ 11 月 15 日、五十音順）

相次ぐ人道危機へのご支援
　2024年9月の能登半島豪雨、ベトナム台風にたくさん
の個人、企業・団体の皆さまからご寄付をお寄せいただ
いております。個人情報に配慮し、100万円以上のご寄
付、または100万円相当以上の物品寄付をお寄せいただ
いた企業・団体のみご紹介させていただきます。

（2024 年 11 月 15 日時点、五十音順）

デヴィ夫人より支援活動にご寄付
NPO 法人アース エイド ソサエティ（代表＝デヴィ・スカ

ルノ夫人）主催のチャリティパーティ「ザ・グランド・インペ
リアル・チャリティ・ガラ・バンケット」が10月8日、東京
都内で開かれ、AARに「能登をはじめとして、世界中で
災害や紛争で苦しむ人々のために役立ててほしい」とご
寄付いただきました。デヴィ夫人は約30年の長きにわた
り当会の支援活動に多大なご支援をくださっています。
ご協力に心より御礼申し上げます。

デヴィ夫人（左）に感謝状をお渡しするAAR 副会長の
加藤タキ

　AARが世界各地で実施する活動の資金を一括でご寄
付いただく「まるごとプロジェクト2024」に対し、秋に
追加募集をした2カ国すべ
てのプロジェクトへのご寄
付が決定いたしました。温
かいご支援に心より御 礼
申し上げます。

まるごとプロジェクト 2024 御礼

書き損じハガキ・切手キャンペーン
ロヒンギャ難民の障がい者に車いすなどを届けます

AARは、書き損じハガキや未使用切手を活用し、ロヒンギャ難民の障が
い者に車いすや歩行器などの補装具、リハビリテーションを提供します。
A ARが支援するバングラデシュ南東部のロヒンギャ難民キャンプでは、
車いすなどの補装具や医療ケアが充分に提供されておらず、障がい者と
家族は大きな困難を抱えています。書き損じハガキ600枚で、折り畳み式
車いす1台を作ることができます。より多くの障がい者に車いすや補装具を
届けるため、年賀状などの書き損じハガキや余った切手をAARまでお送り
ください。詳細は同封のチラシをご覧ください。

11月にお送りした冬募金のお願いに対し、皆さまから
温かいお気持ちとメッセージを多数お寄せいただいてお
ります。心より御礼申し上げます。人々の安全な生活を守
り、地雷の被害を受けた方々を支えていくため、引き続き
のお力添えをお願い申し上げます。

能登半島豪雨緊急支援
   The Mustard Seed Mission
   全国友の会
   ビーズ株式会社
  株式会社フレクシェ
  霊友会

ベトナム台風緊急支援
   株式会社不動産SHOPナカジツ

＼ 4月30日まで受付中 ／

熊本「ぼうさいこくたい2024」に参加しました

2024 冬募金  地雷から尊い命を守る

　ケニアの難民居住地で暮らす子どもたちに文房具や
制服などの学用品を贈る「学校への懸け橋募金」に、
177万8,244円のご寄付をお寄せいただきました。ご協
力に心から感謝申し上げます。学用品の調達を開始
し、1月より順次子どもたちに届けてまいります。

ケニアの難民の子どもたちに学用品を
届ける「学校への懸け橋募金」
ご協力ありがとうございました

地雷回避教育を受けるアフガニスタンの子どもたち

短下肢装具の調整をしてもらうロヒンギャ
難民の子ども＝バングラデシュ南東部コッ
クスバザール県

ステージ発表で能登半島地震の被災者支援の経験
を話す東京事務局 堀尾麗華

左から、ファシリテーターを務めた AAR 会長の長有紀枝、モハメド・
オマル・アブディンさん、忍足謙朗 AAR 常任理事、柴田裕子さん

パネルディスカッションで会場からの質問に
答える登壇者

10月19～20日に熊本県熊本市で開催された「ぼう
さいこくたい2024」で、東京事務局で国内災害を担当
する堀尾麗華がステージ発表を行いました。
　堀尾は「教訓は未 来の力：防災を『じぶんごと』
に」と題したステージ発表で、1月の能登半島地震発生
当初から現在までのAARの支援活動とニーズの変化に
ついて、自身の現場経験を交えながら報告。また、障が
い者が充分なサポートを得られず、震災後さらに困難
な状況に置かれている実情を指摘しました。参加者から
は「能登での活動報告の中で被災者の想いも伝えてもら
い、とても心に残った」などの感想が寄せられました。

イベント報告

友だちと一緒に教科書を開く子ども



創立45周年記念シンポジウムを開催
2024年11月10日、創立45周年記念シンポジウム

「長期化する人道危機への挑戦」を御茶ノ水
ソラシティカンファレンス（東京都千代田区）で
開催しました。

第1部では、AARと連携する英国の地雷除去
専門NGOヘイロー・トラストによる地雷被害と
除去活動のビデオ報告、次いでスーダンで障が
い者の教育支援に取り組むモハメド・オマル・
アブディンさんがスーダン内戦の現状を報告し

ました。第2部では忍足謙朗AAR常任理事（元国際連合世界食糧計画アジア地域局長）、緊急人道支援学会
理事の柴田裕子さんが、厳しさを増す国際情勢にあって、日本の国際NGOを取り巻く環境と将来の可能性につ
いて解説しました。

パネルディスカッションでは、国際NGOに求められる役割
について会場の皆さんと一緒に考え、「長期化によって減って
いく報道、失われていく関心への対策をどう考えるか」「相
次ぐ人道危機に対して、寄付を託されたNGOは支援先をどのよ
うに決定しているのか」など、活発で意義深い議論が交わされま
した。

11
10

INFORMATION

相続財産をお寄せいただきました

皆さまの思いを大切に受け止めて、難民や子どもた
ち、障がいのある方々のために役立ててまいります。

大野　廉さま    （東京都）
須藤　直子さま　（神奈川県）
田中　典子さま（東京都）

（2024 年 8 月 16 日～ 11 月 15 日、五十音順）

相次ぐ人道危機へのご支援
　2024年9月の能登半島豪雨、ベトナム台風にたくさん
の個人、企業・団体の皆さまからご寄付をお寄せいただ
いております。個人情報に配慮し、100万円以上のご寄
付、または100万円相当以上の物品寄付をお寄せいただ
いた企業・団体のみご紹介させていただきます。

（2024 年 11 月 15 日時点、五十音順）

デヴィ夫人より支援活動にご寄付
NPO 法人アース エイド ソサエティ（代表＝デヴィ・スカ

ルノ夫人）主催のチャリティパーティ「ザ・グランド・インペ
リアル・チャリティ・ガラ・バンケット」が10月8日、東京
都内で開かれ、AARに「能登をはじめとして、世界中で
災害や紛争で苦しむ人々のために役立ててほしい」とご
寄付いただきました。デヴィ夫人は約30年の長きにわた
り当会の支援活動に多大なご支援をくださっています。
ご協力に心より御礼申し上げます。

デヴィ夫人（左）に感謝状をお渡しするAAR 副会長の
加藤タキ

　AARが世界各地で実施する活動の資金を一括でご寄
付いただく「まるごとプロジェクト2024」に対し、秋に
追加募集をした2カ国すべ
てのプロジェクトへのご寄
付が決定いたしました。温
かいご支援に心より御 礼
申し上げます。

まるごとプロジェクト 2024 御礼

書き損じハガキ・切手キャンペーン
ロヒンギャ難民の障がい者に車いすなどを届けます
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届けるため、年賀状などの書き損じハガキや余った切手をAARまでお送り
ください。詳細は同封のチラシをご覧ください。
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能登半島豪雨緊急支援
   The Mustard Seed Mission
   全国友の会
   ビーズ株式会社
  株式会社フレクシェ
  霊友会

ベトナム台風緊急支援
   株式会社不動産SHOPナカジツ

＼ 4月30日まで受付中 ／

熊本「ぼうさいこくたい2024」に参加しました

2024 冬募金  地雷から尊い命を守る

　ケニアの難民居住地で暮らす子どもたちに文房具や
制服などの学用品を贈る「学校への懸け橋募金」に、
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し、1月より順次子どもたちに届けてまいります。

ケニアの難民の子どもたちに学用品を
届ける「学校への懸け橋募金」
ご協力ありがとうございました

地雷回避教育を受けるアフガニスタンの子どもたち

短下肢装具の調整をしてもらうロヒンギャ
難民の子ども＝バングラデシュ南東部コッ
クスバザール県

ステージ発表で能登半島地震の被災者支援の経験
を話す東京事務局 堀尾麗華

左から、ファシリテーターを務めた AAR 会長の長有紀枝、モハメド・
オマル・アブディンさん、忍足謙朗 AAR 常任理事、柴田裕子さん

パネルディスカッションで会場からの質問に
答える登壇者

10月19～20日に熊本県熊本市で開催された「ぼう
さいこくたい2024」で、東京事務局で国内災害を担当
する堀尾麗華がステージ発表を行いました。
　堀尾は「教訓は未 来の力：防災を『じぶんごと』
に」と題したステージ発表で、1月の能登半島地震発生
当初から現在までのAARの支援活動とニーズの変化に
ついて、自身の現場経験を交えながら報告。また、障が
い者が充分なサポートを得られず、震災後さらに困難
な状況に置かれている実情を指摘しました。参加者から
は「能登での活動報告の中で被災者の想いも伝えてもら
い、とても心に残った」などの感想が寄せられました。

イベント報告

友だちと一緒に教科書を開く子ども
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特集 1：苦難の 1 年  能登を支えて　
特集 2：ウクライナ危機 3 年  平和を祈り続ける人々
活動レポート：ベトナム台風 11 号緊急支援
活動レポート：ケニア・カクマ難民キャンプの教育支援　スタッフ日記：東京事務局
インタビュー：水鳥 真美 AAR 常任理事（前国連事務総長特別代表（防災担当））
インフォメーション
スタッフ紹介：山田 泰子（東京事務局）
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AARが支援したシイタケ乾燥小屋の完成を喜ぶ障がい福祉サービス事業所「ゆうの丘」の皆さん。前列の赤い上着が当会理事長の堀江良彰、
その右上が「ゆうの丘」の本田雄志理事長＝石川県七尾市

特集：苦難の1年 能登を支えて

編集部より 
昨年は能登半島地震に始まり、国内外の災害、ウクライナやガザの人道危機、対立と分断の米大統領選など、心落ち着かないニュース
ばかりでした。こんな時代だからこそ、互いの思いやりと助け合いに希望を見出す――2025年がそんな年になることを願っています。

―  経理部ではどのような仕事をしていますか？
　14カ所あるA ARの海外 事務所への活動資金の送金
や、海外の発注先に物品やサービスの購入費を支払う
国際送金を行っています。また、各国から毎月届く会計
報告の確認や取りまとめも担当しています。

― 国が多いと大変そうですね。
　A ARの活動国には送金が難しい地域も多く、無事に
着金するかいつも気がかりです。また、会計業務では為替
が絡んだり、複数の通貨で預り金などを精算したりする
複雑な処理も多く発生します。

― 業務で大切にしていることは何ですか？
　ご寄付や補助金で成り立つ団体として、正確で明確
な会計は欠かせません。現地職員や駐在員が正しく業務
を行えるよう、質問しやすい環境を整え、「かゆいところ
に手が届く」アドバイスを心がけています。

―  どうして国際協力の道へ？
　人の人生は、生まれた場所や環境によって大きく左右
されます。恵まれた国に生まれた自分が、困難な国に生
きる人に対して何ができるだろうと考え、国際協力の仕事
に関心を持ちました。大学院で途上国の政治について学
び、中南米の日本大使館などに勤務した後、難民支援に
関わりたいと思って2020年にAARに入りました。

―  ずっと経理畑で働いているのですか？
　元々は、国際協力のもっと「現場」に近いところで働い
ていましたが、安定した組織や事業の運営には、適切な
資金管理が重要だと実感するようになりました。一方で、
途上国の中には、資金管理のノウハウが根付いていない
国も多くあります。会計の力を向上させることで、途上国
の人たちが、より自律的に安定した組 織や事業 運営が
できるようにしたかったのです。そうした思いから、AAR
では、海 外 事務所の現 地 職 員が 経 理 業 務を行う際の
サポートにも力を入れています。

―  AARはどんな職場ですか？
　熱心なボランティアさんがたくさんいることなど、歴史
ある団体ならではの強みがあります。また、自分の意見や
考えを素直に言いやす
い職場だと思います。
職員有志でご飯を炊い
て一緒にお昼を食べる
「おしゃもじクラブ」
や、登山部 、テニス部
などの活動に参加する
のも楽しいですね。　
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 次号は 2025 年 4 月上旬にお届け予定です。

「おしゃもじクラブ」メンバーと一緒に炊飯

途上国の「会計の力」を
向上させたい
途上国の「会計の力」を
向上させたい
A A R 東 京 事 務局の 経 理 部で、国 際 送 金 や 海 外
事務所の会計管理などを担当。NGOならではの
経理業務について聞きました。

東京事務局　山田泰子
YAMADA Yasuko

our staff｜スタッフ紹介
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